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Ａ．研究目的 
AYA世代（小児・若年成人: adolescence and young 
adult）のがん患者に対する妊孕性温存に関する諸
問題を解決するためには、多くの職種の専門家が
一堂に会してその問題点を共有するだけでなく、
新しい医療技術の安全性と有効性を十分に理解す
る必要性がある。本邦の現状では、2012 年に特定
非営利活動法人日本がん・生殖医療研究会（現学
会）が設立されて以来、本領域に関する議論が「乳
がん領域」を皮切りに徐々に展開されつつあるが、
がん治療を行う主治医と、妊孕性温存治療を行う
産婦人科医との医療連携が未だ十分ではない。そ
こで、本生殖小班の研究目的の一つとして、AYA 世
代がん患者の妊孕性温存に関して、がん・生殖医
療地域連携ネットワーク構築およびそのマニュア
ル作りにある。 
 
Ｂ．研究方法 
  第 54 回日本癌治療学会学術集会に参加し、学術
集会にて取り上げられた「小児思春期、若年がん
患者の妊孕性温存に関するガイドライン作成のた
めのコンセンサスミーティング」に参加した。ま
た、第 34 回日本受精着床学会総会・学術集会に参
加し、Oncofertility に関するセッションに参画し
た。一方、特定非営利活動法人日本がん・生殖医
療学会 web site 内の医療連携に関するページを参
考に、特定非営利活動法人日本がん・生殖医療学
会協力の下、本生殖小班の「がん・生殖医療地域
連携ネットワーク web site」立ち上げを昨年度行
っているが、その内容の更新を検討した。また、
研究分担者 古井辰郎医師が主催した「JSFP-が
ん・生殖医療連携会議（Oncofertility Consortiu 
JAPAN 2016 準備会議）」に参加した。さらに、本研
究費は充当していないが、厚労科研「総合的な思
春期・若年成人(AYA)世代のがん対策のあり方に関
する研究」（研究代表者：堀部敬三）、「若年乳がん

患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温
存に関する心理支援体制の構築」（研究代表者：鈴
木直）の一環で、「がん・生殖医療連携の全国展開」
をテーマとして、各地域や各分野のがん・生殖医
療の専門家、実務者の先生方とともに、現在の問
題点や課題、今後の方向性などをディスカッショ
ンすることを目的として、「厚生労働省科学研究
（がん対策研究）推進事業：Oncofertility 
Consortium JAPAN meeting 2016−地域完結医療連
携モデルの全国展開およびがん・生殖医療におけ
る心理支援体制の構築」に関する対がん協会の研
修会を、日本がん・生殖医療学会（理事長は研究
分担者 鈴木直）と共催で開催した。なお、本邦に
おけるがん・生殖医療の現状（連携ネットワーク
の情報を含む）を、Future Oncology 誌の REVIEW
論文として(Oncofertility in Japan: advances in 
research and roles of oncofertility consortia. 
Future Oncology 2016)に投稿した。さらに、
Oncofertility Consortium（米国 Teresa Woodruff
博士代表）主催の Virtual Grand Rounds on March 
15 at 9am Chicago time にて講演し（ネット講演）、
本研究班の取り組みに関して報告した。  
 
Ｃ．研究結果 
  第54回日本癌治療学会学術集会にて取り上げら
れた「小児思春期、若年がん患者の妊孕性温存に関
するガイドライン作成のためのコンセンサスミー
ティング」に参加した結果、現在作成中の日本癌治
療学会の妊孕性温存に関するガイドライン内容の
現状を把握することができた。また、第34回日本受
精着床学会総会・学術集会に参加し、Oncofertili
tyに関するセッションに参画した。6施設からの発
表には、施設のがん・生殖医療に関する取り組みや
性腺組織凍結の経験について、また遺伝カウンセリ
ングからセクシャリティーの話題など多岐にわた
る話題が報告された。また、研究分担者 古井辰郎

研究要旨：本研究班の目的は、わが国の思春期・若年成人(AYA)世代のがん医療の実態
調査および関連情報の収集を行い、妊孕性温存について、学会・団体と連携して総合的
に現状を分析し、この世代の特徴に配慮したがん対策のあるべき姿を具体的に政策提言
し、診療・支援のツール開発やガイドラインの作成を行うことである。具体的に妊孕性
温存に関しては、我々生殖小班による実態調査、ならびに地域完結型連携体制構築及び
マニュアル作成による生殖医療の普及啓発を行う。本年度は、がん・生殖医療連携ネッ
トワークの構築に向けた情報収集ならびに海外への発信を重点的に担当した。 



医師が主催した「JSFP-がん・生殖医療連携会議（O
ncofertility Consortiu JAPAN 2016準備会議）」
において、「地域完結型がん・生殖医療の全国展開
について」に関する報告を行った。 
 
Ｄ．考察 
  日本癌治療学会が作成している「小児思春期、若
年がん患者の妊孕性温存の診療に関するガイドラ
イン」が刊行されることによって、がん・生殖医療
の認知度がさらに上昇し、がん・生殖医療連携ネッ
トワークのさらなる推進に繋がるものと期待され
た。また、「厚生労働省科学研究（がん対策研究）
推進事業：Oncofertility Consortium JAPAN meet
ing 2016−地域完結医療連携モデルの全国展開お
よびがん・生殖医療における心理支援体制の構築」
に関する研修会の成果として、今後のさらなる本領
域の発展に向けた方向性が明らかになった。 
 
Ｅ．結論 
 依然として、各地域で完結できるがん・生殖医療
に関する医療連携ネットワークの全国展開の必要
性がある。また、ネットワークをマネージメントす
る上で、ナビゲータ（相談員）の何よりも、がん・
生殖医療連携を患者に円滑に提供できるナビゲー
タの育成が喫緊の課題である。 
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